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あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

早稲田大学 

 

 

2年目を迎える早稲田大学法学部寄附講座「メタバースと法」 
～VRゴーグルを装着し新たなルールを求めて実験的授業を行う次のフェーズへ～ 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長： 

新納 啓介、以下「あいおいニッセイ同和損保」）と早稲田大学法学部（学部長：田村 達久）は、2024年

10月 10 日より 2年連続で寄附講座「メタバースと法」を早稲田大学法学部に開講します。 

本年度は、講義内容を発展させ、文理融合教育を導入するとともに、講師と受講者全員がＶＲゴーグル

（HMD：ヘッド・マウント・ディスプレイ）を装着して没入感を味わいながら、メタバース・ワールドにお

けるさまざまなニュー・リスクを体感することで、メタバースにおける法的課題を整理し、あるべき規

制・ルールを考察します。  

 

１．背景 

インターネット上に作られた仮想空間であるメタバース・ワールドは、様々な分野への活用が期待されて

いる一方で、アバターの法的地位やアバター間での迷惑行為など、依然として多数の法的課題が存在して

います。 

早稲田大学法学部は、先端科学技術が社会に実装された際に生じる倫理的・法的・社会的な課題（ELS

I：Ethical, Legal and Social Issues）に対して、リーガル・マインドをもって取り組むリーダーを育成

すべく、2022年度に「先端科学技術と法コース」を開講しました。 

さらに、同コースの一環として、あいおいニッセイ同和損保と早稲田大学法学部は、双方の知見をもと

にメタバースの法的課題を整理し、ELSIに対処できる法的素養を備えた人材を育成することを目的に、全

国の大学の法学部系の授業科目の中で、メタバースに係る法的課題を取り扱う初めての本格的な授業科目

として、2023年度秋学期に「メタバースと法」を開講しました。  

昨年度は、ＰＣからメタバース・ワールドにアクセスし、メタバースに対する理解を深めながら、法規制

やルールのあり方について講義を行いましたが、本年度はＶＲゴーグルを装着することで、よりメタバー

ス・ワールドに没入し、ELSIに迫ります。  

（本年度の授業のイメージ図：株式会社 VLEAP 提供） 



２．2024年度寄附講座「メタバースと法」の概要 

（１）講座のポイント 

リアル・ワールドと切り離されたメタバース・ワールドの中において、メタバース・ワールドに必要な

法整備について実務上の課題も踏まえながら実践的に検討しつつ、メタバース・ワールドからも、リア

ル・ワールドにおける法の本質や存在意義に再照射するような画期的な授業を展開します。 

本年度においては、本講座専用のメタバース・ワールドを構築し、次のように大きく飛躍させます。 

① 
法的課題やリスクの防除のあり方の検討のため、メタバースに係る理工学的基礎知識（メタバ
ースの技術動向）を踏まえる目的で、文理融合教育を実施します。 

② 
生死の境目も曖昧になるメタバースの性質上、死者の権利も包摂する必要があり、宗教倫理の
側面にも着目します。 

③ 

受講生は、ＶＲゴーグルを装着し、メタバース・ワールドにおける没入感と臨場感を体験しま
す。また、多様なアバターに扮し、リアル・ワールドの物理的制約を超えて、自由で多様な自
己表現と双方向コミュニケーションが可能となるメタバース・ワールドにおいて、社会におけ
る旧くて新しい問題である「自由とその限界」を考えます。 

④ 
産学連携により、理論と実務を架橋しメタバースが抱える実務上の課題を踏まえた講義を通
じ、より実践に即した形で法規制・ルールの考察を行います。 

 

（２）講義の内容 

① 講 座 名：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社寄附講座 メタバースと法 

② 担当教員：早稲田大学法学部 肥塚 肇雄 教授、他 

③ 授業日時：木曜日 6限〔18:55～20:35〕 

④ 対 象：同学部学生 3年次以上 

⑤ 講義概要：2024年秋学期における全 14回の講義内容は以下予定しています。 

講義回 日付 テーマ（仮）・主なゲストスピーカー 

1 10 月 10 日（木） 
ガイダンス：メタバース・ワールド等の使い方、 
「メタバース・ワールド ― 新たな法的世界への招待 ―」 

2 10 月 17 日（木） 
「Society5.0 とメタバース」 
西村 昭治 早稲田大学人間科学学術院教授 

3 10 月 24 日（木） 
「リアル 3D アバターの今後の活用と未来社会」 
森島 繁生 早稲田大学理工学術院教授 

4 10 月 31 日（木） 
「アバターからのファントム・センスと人間の感覚の拡大」 
河合 隆史 早稲田大学理工学術院教授 

5 11 月 7 日（木） 
「AI技術による死者の蘇り」 
佐藤 啓介 上智大学実践宗教学研究科教授 

6 11 月 14 日（木） 
「自治体によるメタバース・仮想空間に対する取り組み」 
伊賀 大介 高松市都市整備局都市計画課主幹 

7 11 月 21 日（木） 「メタバースにおけるアバターの法的地位」 

8 11 月 28 日（木） 「メタバースホスピタルとメタバース医療」 

9 12 月 5 日（木） 「メタバースにおける NFT と物権」 

10 12 月 12 日（木） 「メタバースにおける不法行為」 

11 12 月 19 日（木） 「メタバースにおける法律行為」 

12 1 月 9日（木） 「メタバースとサイバーセキュリティ」 

13 1 月 16 日（木） 
「メタバースにおけるニュー・リスクと損害保険」 
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社より提供 

14 1 月 23 日（木） 
「メタバースと法の支配」、「メタバース・ワールドのルール作り
の難しさ－多様性と自由があることからの悩みー」 

 

 



（３）担当教員（肥塚教授）からの意気込み 

本年度は、受講生に文理融合の視点と、メタバース体験

＝没入感と臨場感から、メタバース・ワールドに求められ

る新たなルールを考察することに力点を置きたいと思い

ます。この体験を通して、受講生が脳の仕組みや認識論に

まで関心を広め、新しい時代のルールについて多面的に考

察できるようになることを期待しています。 

進取の精神で新しい課題に挑戦することが早稲田大学

の建学の精神です。メタバース・ワールドにおいて必ずし

も課題についての「解」が用意されていない法的課題に取

り組むという点では、寄附講座「メタバースと法」はまさ

に早稲田大学法学部だからできる「学び」の場です。 

 

３．今後の展開 

あいおいニッセイ同和損保と早稲田大学法学部は、これからも本授業科目の一層の充実化に向けて歩み

続けます。そして、あいおいニッセイ同和損保は、安全・安心なメタバースの発展に資する商品・サービス

を進化させるとともに、早稲田大学法学部と協働して有為な人材育成を行い社会に貢献していきます。 

本講座の開講を機に、あいおいニッセイ同和損保と早稲田大学「先端技術の法・倫理研究所」は、教科書

『メタバースと法』（成文堂、2025 年）を共編して、2025 年秋頃の発刊を目指します。併せて、2025 年度

は、本講座が開講 3 年目を迎える節目であることから、関係団体と協議し、シンポジウム「メタバースと

法」（仮）を開催する予定です。 

 

 

■あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

代表者：代表取締役社長 新納 啓介 

所在地：東京都渋谷区恵比寿 1-28-1 

URL   ：https://www.aioinissaydowa.co.jp/ 

 

 

■早稲田大学 法学部 

法学部長：田村 達久 

所在地：東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

URL  ：https://www.waseda.jp/folaw/ 

 

以 上 

 

あいおいニッセイ同和損保は、「CSV×DXを通じて、 

お客さま・地域・社会の未来を支えつづける」こと 

を目指しています。 

最先端・独自の技術やデジタル・データの活用、 

特色あるパートナーとの協業により、お客さま・地域・社会が

真に求める新たな価値を提供していきます。ま 

た、国内外のあらゆる事業を通じて、お客さま・地域・社会 

とともに社会・地域課題の解決にグローバルに取組みます。 

肥塚教授 

about:blank

